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＜連絡事項＞

· デイケア利用者（溝越　キク様）の年末年始の対応について他関係機関との連絡調整・報告等に不備があり、年末間際になって決定するということとなってしまった。今後、同様のミスがないよう早めに報告・連絡・相談を行い、十分な検討時間を持てるよう行動すること。

· 明日1／5（木）、佐藤朗子様の面談を行う。参加者は本人・青明舎就労担当者・デイケアスタッフ。本人が就労に対して焦っていることから、現在の生活状況やデイケアでの参加状況等を振り返り、評価・目標設定等を行う。

· 現在、2月16日～3月15日の勤務表を作成中。遅番の人数等を検討するため、有給休暇等の届け出は早めに提出すること。

· 明後日1／6（金）、井畑　光湖様のご家族と面談予定。デイケア男性メンバーとの交際の件を含め、今後の対応やご家族の希望などについて話し合う。時間等、詳細を確認するため、明日ご家族へ電話することとする。

· 3月～4月にかけて人事異動があることを想定し、間際になってから慌てることのないよう、各セクションのプログラム作成等、早めに準備できる事務業務について検討し対応すること。

＜外来より情報提供＞

· 清水　泰雅様～手荒れはやや改善傾向。また、以前に比べて入浴もスムーズに行えているとのこと
　　　　　　　だが、本人は「自信がない」と話していたとのこと。

· 秋山　和子様～風邪症状（特に鼻汁）があるとのことで、風邪薬処方となる。

· 溝越　キク様～診察室では、特に変わりないと話していたとのこと。順番待ちの間、他外来患者様
　　　　　　　に声をかけ、「知り合いの男性が仕事を探しているが、何かいい仕事がないか」と
　　　　　　　相談していたとのこと。その後、紹介先の電話番号や他外来患者様の名前を聞き、
　　　　　　　メモしていたとのこと。

· 淡路　智恵子様～風邪症状の訴えあり、体温37.3℃。体熱感あり、インフルエンザ判定を行うが
　　　　　　　結果はマイナス。風邪薬処方となる。

· 其田　淑子様～年末年始食べ過ぎたとのことで、体重を気にする発言があったとのこと。

· 番沢　政勝様～「青山荘の他入所者のことが気になる」と話していたとのこと。処方は変更なし。
　　　　　　　外来担当SWに対し、「デイケアで他利用者が（休憩時間に）携帯電話を使って話
　　　　　　　しているのが気になる」と話していたとのこと。

· 神山　和典様～服薬管理について「大丈夫です」と話していたとのこと。

＜利用者様情報＞

· 赤坂　順市様～本人より「実家の方で、法事の手伝いや弔問客の対応の為、1／10～24日までデイ
　　　　　　　ケアを欠席します」と話してくる。外来受診日は、実家から病院へ来るとのこと。

· 関　秀治　様～本日朝、本人より電話連絡あり「明日朝まで外泊予定であったが、10日朝まで延
　　　　　　　長したいので、デイケアを欠席してもいいですか」と言う。青山荘にも連絡したと
　　　　　　　のことで、薬についても日数分持っていっていることを確認。声の調子など、特に
　　　　　　　変わった様子はなく、体調について聞くと「特に、疲れてもいません」と話す。青
　　　　　　　山荘に確認したところ、外泊延長の理由は「父や母の都合」と話していたとのこと。

· 井畑　光湖様～本日朝、他メンバーに「今日の朝も電話してきた」などと話しており、関秀治様（青
　　　　　　　山荘や自宅）に頻回に電話している様子。青山荘職員からも「交際するとなった日
　　　　　　　から、ほぼ毎日のように電話がきていた」と情報提供あり。今後、トラブルとなら
　　　　　　　ないよう他関係機関と情報交換し、必要に応じて助言・支援していく。

＜プログラム検討＞

〇就労前準備段階プログラム　参加メンバーについて

· 川口　八寿子様～以前、本人より参加希望あり、過去に仕事絡みで病状悪化・入院した経緯がある
　　　　　　　　ことから、まず家族と相談するよう助言していた。その後、本人より「母は参加
　　　　　　　　してもいいんじゃないかと言っていた」と話があり、やはり参加希望するとのこ
　　　　　　　　と。プログラム内容や、本人の病状変化時の対応方法等について、スタッフから
　　　　　　　　ご家族に連絡・相談することとする。また、参加が決定した場合は、躁うつ病と
　　　　　　　　いう病気の特色を考慮し、プログラムの進行方法等についても早急に再検討する。

＜事業計画再確認・見直し＞

〇現在、順調に進めているもの
　＊就労前準備段階プログラム
　　～現在、3クール目開始に向けて準備中。1・2クール目のプログラム修了後、マナー面等で改善
　　　が見られた方や、実際に就労訓練に向けて動き出したメンバーもおり、今後も継続していく。

　＊評価方法
　　～クボクリ式評価表を用い、現在定期的に評価・目標設定をすることで個別支援に繋げている。
　　　今後も継続していく。

　＊小グループ化
　　～今月から共通のニーズを持つ利用者の少人数グループで、継続的に活動するための選択プログ
　　　ラムを開始。今後も、利用者様の声を聴きながら継続していく。

〇これから取り組むもの：各項目について、進行状況を1／24に確認する

　＊外部関係機関への報告・連絡・相談や連携（担当：下舘・瀧澤）

　　～当院通所リハビリテーション利用と併せ、他医療機関に通院・又は他機関を利用している方に
ついて、報告・連絡・相談のルートや手段（書式等）が具体的にマニュアル化されていない。今後、書式作成を含めどのように連携を図っていくかを検討する。

　＊パンフレット作成（担当：佐々木・猿ヶ澤）

　　～利用者確保・増加を目的とし、医療機関や各関係機関への呼びかけ・説明手段としてパンフレ
ットを作成する。
　＊デイケア見学会（担当：中居・小田）

　　～ご家族に通所リハビリテーションの役割やプログラム内容等を理解していただく為、開催要項について検討する。

　＊利用規約（担当：松林）

　　～案を作成しているが、内容について再度見直し、検討する。

　＊経過連絡票の見直し（担当：木村・月舘）

　　～書式、連絡内容、提出時期などを検討し、他関係機関とスムーズに情報共有・連携できるような体系を作る。

